






緒言 

ヒトの先天異常の約2/3 の症例については,特定の原因因子が同定できず,家系分析などに

基づいて多因子遺伝またはポリジーン遺伝によるとされるものが多い。こうした先天異常

の発生には,遺伝とともに環境要因も関与するとされるので,それらの要因ならびにその役

割が解明されなければならない。同じまたは類似の遺伝子組成をもち異なる生活環境下に

ある複数の集団を比較し,もしそこに先天異常の発生頻度や型に関して差が認められれば,

その差が食餌などの生活習慣,気候,社会風土などの環境の違いによっている可能性が大き

いので,それら集団の環境因子を分析し比較することにより,先天異常の発症に関与する環

境要因を同定する手がかりが得られると考えられる。 

これまでに行われたこの種の研究としては,アイルランド地方に多い神経管奇形(NTD;無脳

症および二分脊椎)を対象としたものがある。アイルランドにおいては NTD の頻度が 0.87%

であるのに対し,イングソンド在住のアイルランド人においては 0.58%,米国ボストン地域

のアイルランド系住民においては O.31～0.49%と低くなっている 1)2)また,インドにおけ

る NTD の頻度は 0.28%であるが,英国に住むインド系住民においてはそれが 0.54%に上昇し

ている 1)。これらの結果から,アイルランド地方に多発する NTD には遺伝のほかに環境要

因の関与も少くないと推定されるが,これまでの疫学的研究によって特定の原因因子が同

定されるには至っていない。 

われわれは,ハワイに在住する日系人を対象として同様のmigrant studyを行いつつあるが,

今回はその妥当性を検討するための予備調査として,ハワイの日系米人の出生届に記載さ

れた各種先天異常の頻度について調べ,他の人種のデータと比較して検討を加えた。 


